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:鞘翅 類 の 染 色 体 研 究

1・ クン トウムツ 科及 ～メノ・ムシ科10種 の染 色体 比較研 究1)

吉 田 俊 秀

北海道帝國大學理學部動物學教室

鞘 翅 目(Coleoptera)の 染 色 体 研 究 は,恰 も異翅 孚翅 目(Hemiptera)に 於 け るWilson

の 如 く,古 くSteVellsに よ つて 徹 底 的 に研 究 され た 。Henking(,92)が ハ ム シ科 の1種

掬 θ」α8伽α α観 に 於 い て性 染 色 体 の 存 在 す る事 を 獲 見 して 以 來,ご の 方 面 の染 色体 の 研 究

が特 に 活 濃 に 行 はれ るに 至 つ た 。S七evensの 外 にArnold('08),Carnoy('85),Goldsmith

('19),1101mgreh('01一 一'σ2),Hoy(,14一,18),Nollidez.(,14一,20),Nowlil1(,06),Shaf・

fer('07一'20),Suom駄laillen('40),Wieman(,10)等 は鞘 翅 目昆 虫 の 染 色体 研 究 者 として

この 方 面 に 多 くの 貢 献 をな した 。 最 近Suomalainellぐ40)は 軍 爲 生 殖 を行 ふ 象 鼻 虫 科

(CurCuliollidae)の 甲虫 に 於V・て,染 色体 の 倍 数 關 係 を 明 らか に した のは特 筆 に 値 す る。

斯 くの 如 く鞘 翅 目の 染 色 体 研 究 は 牛翅 目(Hemip七m)や 直 翅 目(Orthoptem),或 は鱗 翅

目(Lcpidopte畑)等 と肩 を並 ぺ て 活 濃 に行 は れ て來 鞄 。・しか し ～=れらの 研 究 は殆 ん ど全

て が 漱米 諸 國 の 研 究 者 に よつて 進 め られ ・ 東 亜 方画 に於 け る との 方 面 の 研 究 は殆 ん どな さ

れ て居 らない 現 況 で あ る。唯 印 度 産 の 鞘 翅 目の 数 種 の染 色 体 研 究 がAsa1馬Makillo&

Niiyama(,42)に よっ て 報 告 され た 。 一 方 支 那 に於v・て はLi(,40)が テ ン トウム シ 」翫 γ一

??zo?磁 α耀 襯8の 染 色 体 を:報告 した 。 叉 最 近Minouchi('35)は:Zα 房06θ88z己1施画 α6粥 に

於 い て過 剰 染 色 体 の 存 在 す る事 實 を 報 告 して ゐ る。 叉利 岡 ・山 本(137)は:2,3種 の 染 色 体

激 を:簡軍 に 報 告 して ゐ る 。著 者 は最 近 牧 野 博 士 の 御 指 導 の下 に,こ の 方 面 の研:究に著 手 し

た 。 研 究 は綾 行 中で ある が,現 在 迄 の 所 テ ン トウム シ科7種 とハム シ科3種 の 染 色 体 の 比

較 研 究 を完 了 した の で,こ 、に 第1報 と して 報 告 す る 。

固 定 は凡 てAllelトBouin液 に よつ て行 ひ,染 色 はHeidenhai:nの 鐵 ヘ マ トキ シ リ ン と

Iight-greenの 二重 染 色 方 法 に よつ た 。稿 を草 す る に あた り,本 研 究 中絡 始 御 懇 篤 な る御

指 導 を賜 はつ た 恩 師 牧 野 助i教授 に封 し,深:甚 の 感 謝 を捧 げ る。 種 名 の 同 定 に 關 して は 北 大

農 學 部 渡 漫 千 尚博 士 の 御 助 力を 賜 は つ た 。 こ 製に謹 ん で感 謝 を捧 げ る。 材 料 の探 集 に 要 し

た 費 用 は 日本學 術 振 興 會 第4特 別 委 員 會 よ りの研 究 費 に 負 ふ 所 が 多い 。記 して 深 謝 す る。

観 察 結 果

エ テ ン トウ ム シ科(C・ccinellidae)

テ ン トウ ム シ の遺 傳 學 的 研 究 はDobzhan舘y('24),星 野('33一 」44)等 に よつ て活 濃 に
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行はれてゐるが,そ の細胞學的研究は甚だ微 々たる1伏態にある。現在迄の所数種の染色体:

が.Hoy('18),Stevens('06,'09),Strarburgα('36),利 岡 ・山本('37)等 により報告

されて ゐる。著:者は7種 の染色体 を槻察 したQ

(1)テ ント轡ムシ ∬αr㎜o廓αα剛r読5Pallas

精原細胞の染色体数は第1-2圖 に示す如 く2n=16で ある。第41・ 圖に示す如 く大型

V染 色体が1封(α),小 型V:染 色体が1封(の,:先 端に孚L頭を持つJ染 色体が1封(o),

長い棒歌で先端近 くに絡れのある染色体が1封(の,小 型の棒歌染色体が3樹(θ,!;9),

及び長い棒歌のX染 色体 と・短い棒歌のY染 色体 とかちなつてゐる。然 し8・!;9染 色体

は各々の中央部に狭窄(colls価ctioll)が 見 られ,こ れカ!眞の棒歌(orthothelomitic)の も

のか,V型(synthelomitic)の ものか今の所確言は出來なV・ので小型俸状染色体 としてお

く。Xは その中央近 くに経れが見える。Y染 色体は最小の9染 色体 と殆んど等大である

が・形が繊細で少し強く脱色すると・はつ きり他の染色体 と識別する事が出來 る。大型V

染色体 は一方の腕が他 よりも長 く,外 観上甚だ顯著である。第一分裂の中期には第3圖 に

見る如 く,π=8の 染色体が数へ られる。7個 の常染色体四分子 と1個 のX-Y染 色体 よ

り成る。X-Y染 色体は特殊な榊造をなしてゐるので容易に識別する事が出來 る。第4圓

は第一分裂の側面観で,XとYの 結合状態が明白に認められる。第6圖 は第二分裂の極面

観で,:第5圖 はXを 含み,第6圃 はYを 含む細胞である。

Li(,40)は テン トウムシ 魚 γ2ηo?z脇伽解襯8の 染色体を報告してゐるが,染 色体撒に

關 しては著:者の結 果と全 く一致する。Liに よれば性染色休は顯著な附鑓体(甑ellite)を

有 し,Y染 色体 もやは り附随休をもつてゐる。著者の観察 した所では上記の通 りで,Liの

X,Yと 云ふのは著者の記述 したo染 色体ではないか と思はれる。

(2)ナ ナホシテントウムシCocc謡 〃αろrμ磁6Mulsant

精原細胞の染色体緻は2π=18で 前種よりも1封 多V・。第7圃 に見る如 く前種 と非常に

良 く似た核型を:持つ。第42圃 はその核型を分折 した圃で・大型V染 色体が1i封(α),小

型V染 色体がユ封(の,J型 染色体がi封(o),長 い棒歌で先端近 くに狭窄のある染色体

が1野(α)・ 小型の捧状,染色体が4i封(8,!;9,の 及び長い棒歌のX染 色休 と短:v・棒歌の

Y染 色体 とか らなつてゐる。各染色体の形態は前種 と殆ん ど似た ものであるが,最 小の1

封の染色体が増加 した黒占に於V・て異 なる。併 し個 々の染色体を詳細に比較 して見る とやは

り幾分差異があり,大 型V染 色休は(α)前 種に比 し梢小さく,叉J型 をなす6染 色体にあ

つて も,こ の染色休は 石臨甑0η脇 に於いては先端部に瓠頭部をもつが,本 種では典型的な

」型である。他の小型の染色体は前種 と同様,中 央部に絡れが認め られる。第一分裂の染

色体数 は第8圖 に示す如 く?z=9で,X一 一Y染 色体は稲 々繊細な形を してゐるので容易に識

別する事が出來 る。第9圓 はその側面観で,X-Yを 示す。第10-11圖 は第二分裂の極面

槻で,:第10圖 はXを 含み,第11圖 はYを 含む細胞で共に染色体は?z・=9で ある。X染 色

体の形態に關しては圖に見られる様に前種 と著 しV・差異は見 られないが,Y染 色体は前種

劫 も糊 ・さく前種の約暑の大さを示 してゐる.鞭 は利岡 ・山本(,37)に よっ⑰=・0

と報 告 され て ゐ るが,こ れ は襯 察 の 誤 で あ る と思 はれ る。

(3)マ クガタテ・ン ト㌘ムシ(:occ6πeZZαcro6c薦:Lewis

前 種 と同薦 で あ る が,体 の 大 さ は甚 だ 小 さ く,叉 稀 な種 類 で あ る。 著 者 は札 幌 市 外 に於

い て舎 を1頭 固 定 した 。 精:原細 胞 に 於 け る染 色 体:籔は2π=20で,ナ ・ホ シテ ン トウ ム シ
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よ りも1封 多V・。その:核型は第 ユ2圖及び第43圓 に見る様に,前 の2種i類 と甚だ類似・して

ゐるが・'ナ・ホシテントウムシよ のも最小の染色休が更に1封 多い。大型のV染 色体 も前 ・

2種 と伺様一方の腕が長い。,小型V染 色体は前種 よ'りも爾腕が長 く顯著なV型 を示 す。o

以下の染色体は前種:よ診も一般に小さく,特 に最小の ゼ染色体は著 しく小 さくなつてゐる。

叉 ナ・ホシテントウムシに見 られたo染 色体は本種では」型ではなく,爾 腕の殆んど等 し

いV型 に近v・形態を:呈してゐる。o以 下の小型の染色体の全てに も前2種 と伺様中央部に

絡れが見 られる。性染色体は矢張 りX…Y型 で,第43圖 に見 る1様にXは 中央部に梢総れ

が見 られ前2種 と良 く似た形 を呈するが梢小さい。Y染 色体はナ ・ホシテントウムシの場

合よ りも更に小さ%第13一 一14圖 は第一分裂の極面観で,?z=10の 染色体数 と,X-Y染

色体が示 され る。

(4)ジ 鼠ウサンホシテントウムシ1∫ ∫ppo吻而α渉redεc6ηzp醜伽6αLinnaeus

卵子の濾胞細胞に於ける染色体を観察 した。前報(吉 田,1944)に 於いて本種の染色体構

成を大型のV染 色体が3封,捧1伏 で先端が梢々乳頭歌に絡れた染色体が1封 ・,梢長い棒歌

が1封 ・短い棒歌の染色体が1甥,及 び殆ん ど認め得 る程度に小さい染色体が1封 から成 り

立つてゐると報告 したが,今 回更に詳細な形態分析 を試みだ結果大形のV染 色体の3野 あ

ると報告 したのは誤のようであ る。帥ちその申の2封 は顯著なV型 で,第15,16圖 に見

る様に周漫部にあつて その頂黙を核板の申心部に向けて位置 してゐるが,他 の1封 は夫

々端 を核板の中心部に向け,爾 腕の開いた形 を呈 してゐる。この歌態 より考へ るに,こ の

.ものはV型 ではな く中央部で腕曲 した棒=状ではなV・かと思 はれ る。叉V型 染色休の1封

のもの(α)臨 他の1封(の よりも梢大きい。第五番 目の梢長い1封 の棒歌染色体 をX

染 色休 として配列 して見る第44岡 の如 く他のテントウムシ類 と甚だ良 く似た核型ゐ共通

黙が見 られ るのである。顯 著なる差異はθ以下の染色体が甚だ小 さくなつてゐることで,

特に 燦 色休蛭 つては漸 く観野に映する程度蔽 つてゐる事實は甚だ興昧のある鐵で あ

る。斯 くの如 く6以 下の染色体に顯著な差異が見 られ,特 に最小の1封 が甚だ小さv・こと

は染色質め減少による染色体攣異を曙示する一つの好例ではないかと想像 され る。

(5)オ ホニジウやホシテン聾ウムシ 恥 εZαc肋αnゆ傭6α ■ewis

精原細胞の染色体数は2π ゴ20で,核 型 もテントウムシ科に特徴的な構成を示 してゐる。

第17一 ・18圖及び第45圖 に見 られる如 く・大型のV染 色体が1封(α),小 型V染 色体が ユi封

(ろ),J型 染色休が1封(の,長 い捧歌で先端近 くに絡れのある染色体が1封(の,他 に

可成 り長v・捧歌の染色体が5封(θ,!;9,ゐ,の,及 び長い棒歌のX染 色体 と甚だ小さいY

染色体 を持つてゐる。V型 のα及ろ染色体は一般に大きV・が,テ ントウムシの場合と大差

はない。次にJ型 染色体(c)は 可成 砂大きく,そ の形態はナ ・ホシテントウムシの場合と

甚だ良く似でゐる・♂か らゼ迄の染色体は他の種類には見 られない所の長V・棒状 をなし,

特に染色体には先端に乳頭歌の附随体が見られる。その他の染色体にも先端近 くに くびれ

が認められる。全休的に見て前4種 よりも染色体 は長大であるが,Y染 色体は反封に甚だ

小型 となつ てゐるgX染 色体:には殆ん ど認むべき差異はなv・。,第一分裂の染色休は第19

圖に示す通 り?z=10で 診る。第20岡 は第一一分裂 の後期でXとYと の分裂 を示す。

Stevells(,06)及 びHoy('18)は 吻 ゼ♂αo乃?zα60蜘傭 に於v・て2?z=18を 報告 してゐる。

帥ち本種 よりも1封 少い。核型 もこれらに共通な大型V染 色体が1封 あ り,他 の染色体に

於V・て も大体同様である。唯染色体数に於v・て1封 の差異がある黙は,先 のOo戯 ηθ♂1α



t10 遣 傳 學 難 誌 第20蜷 …雪第4塞5,6號

2種 の場合 と同様・・染色休数と種 との關係を考察するに よv・例 と思ふ・

(6)才 ホテントムシ εγπo型c肱8rαπ4♂sThunberg1)

精原細胞に於ける染色体激は2?z=20で,第 瓢一一2圖 に示す如 く,他 の種類 とは一見關

係づけ られなv・核型 を持つてゐる。帥ち梢小型のV形 染色体が4封,小 さv・V型 が1i封,

顯著なJ型 が1封 と,長V・棒状で中央部に梢々腕曲のある染色体が1封,附 随休を有する

染色体が1封,幾 分短い棒歌の染色体が1封,及 び長い棒歌で中央部に僅かに総れのある

翼 と,小 さv・Y染 色体 とから成 り立つてゐる。この複雑な核型が先に見た数種の核型と,

第7圖Can平era・lucidaに て2500× にて爲 す 。1-6・ テ ン トウ ム シ πα7脚 磁 α剛r溜5・1…2・

精 原細 胞 。3,第 一分 裂 の趣面:観 ♂4,第 一分 裂 の側 面 鯉 。5-6,箪 二分 裂 の趣 面槻 で,策 ゴd剛 はXを

第 六 圖Yを 含 む 。7一 ・11.ナ ・ホ シテ ン トウ ム シCocc吻 〃α6rz乙c鰭 ・7,精 原 棚 胞 。8,弗 一・分 裂 の

;極面 観 。9,第 「一分 裂 の 側 面翻 。10-11,第 二 分.裂の極 而 翻 費第10圖 はXを,第11岡 はYを 含む ・

冨2-14・ マ クガ タ テ ン トウム シC・ccオπ・Z1αα・6ch`・12・精 原 寡1　胞 ・13・ 無 一分 裂 の嫡 瑚 ・14・ 蝦 一

分 裂 の側 面 観 。15-16・ ジ ュ ウサ ンホ シ テ ン ト ウム シ 琢ppo伽 履 α 傭 ゴεc枷μ`πc励 ¢卵 子 の 濾 胞 細

胞 の卵 胞 に於 け.る染 色体 。17一 一20.オ ホ ニ ジウ ヤ ホ シテ ン トウム シ 石plZαc乃1zα7吻poη∫cα・17一一18,

精 原 細 胞 。19,第 ヅ 分 裂 の趣 面 麹 。20,第}一 分 裂 の側 面観 ・21一一一22・ オホ テ ン トウム シ 、励7zoηヅc肋

grαπd`3.21-22,精 原 細胞 。23,第 一分 裂 の極 面観 。24,第 一分 裂 の鯛 面 観。25-28・ ジュ シ ウボ シ

テ ン トウ ム シCα 厩614-8躍 伽 ・25,第 一分 裂 の趣 面 翻26,第 一・分 裂 の側 面 観 。27-28,辮 二分

裂 め趣 面 観 で 第27圖 はXを,1第 一28圖 はYを 含 む 。

1)本 種の減数分裂に見られた異常なる染色体行動については先に豫報的に報告した(牧 野 ・吉田'44)。 詳細は本研究第H報 と

:して「生物」第1巻 第4號(19・⑥ に螢表した。
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どの様な關係にあるかは甚だ読明に困難である。杢 々關係がないと云へば問題は簡軍であ

る。事實オホテントウムシは体型 も大きく普通のテン トウムシの類 とは一見匠別 される種

類であるが,染 色体に於V・て も上記の如 く堪だ特異なる黒占を示す。併 しこ玉に注意すべき

は顯著な江型が1剴,中 央部に稽総れのある棒歌染色休が1封 と,附 随体 を有する染色依

が1封 存在するといふ鮎で,こ れは先の種類殊にオホニジコ・ウヤホシテン トウムシと甚だ

共通な黙である・今若 しこれ らの染色体 を基本とし,こ の3封 を他のテントウムシ類 と同

じ位置(o・♂・の に置いて,可 成 り大 きV・2封 のV型 を α,6と し,他 のV型 を夫々 ∫ 夕,

乃とし,最 小を づとして配列すると第46圓 に示す通 りで ある。 この配列方法によると6,

`Z,θ染色体はホホ識ジユウヤホシのそれ と甚だ良 く似た形が想像 され る。併 し顯著な差異

は大型V染 色体が本極に於いて は甚だ退化してゐる事である。それと共に/;σ,ん の3樹

の染色体が著 しくV型 化 して ゐる事である。併 しテントウムシやナ ・ホシテントゥムシ,

マクガタテントウムシ或はオホニジユウヤホ シテン トウムシの場合に槻察された如 く,こ

れ らの染色体は中央部に狭窄があつて,事 實 これが眞の棒型か叉V型 に薦すちか論断出來

なかつた所であるが,こ れがオ ホテントウムシに於いて顯著に獲達 してV型 と数つた と考

へ られなv・だ らうか。叉長い捧歌で申央部に僅かに絡れの あると云ふX染 色体の形態を見

て も,今 までのテントゥムシ類 と甚だ共通な黙であるQこ の様に考へて見ると一見他のテ

ン トウムシ科の もの と全々無關係の様に思はれ る本種の核型 もテントヴムシ科の共通的な

核型の中に牧め得るように考へ られるQ

(7)ジ ユウシホシテントウムシCα 伽α14・9砺`α如:Linllaeus

本種は北海道にては割合に稀 らしい種類で,雌 雄2頭 を固定 したにすぎなV・。淺念乍 ら

精原細胞の染色体を槻察する事は出來なかつたが,第 一及び第二分裂の染色休 を明 らかに

する事が出來たのでこ玉に報告する。第25囲 は第一分裂の極面観で染色体数 は?z・・10で

ある。第26圓 はその側面観で特にX及 びY染 色体 を示 しためである。第27圖 及び第28

圖は第二分裂で・夫 々XとYを 含む細胞である。これ等の分裂像よ り察するに本種の倍数

染色体は2?z=20で 前種 と同様典型的なX-Y型 の性染色体を持つ。第二分裂に於ける染

色休の形態か ら見ると,V型 の染色体が多v・様で,叉 第26圖 の分裂像か ら察するにX染 色

体 も可成 り著 いハV型 ではないかと思はれる。詳細は後 日材料の完備を待つて報告する。

II・'、 ム シ 』 科(Chrysoコnelidae)

ハ ム シ科(Chrysomelidae)の 染 色 体 研 究 は,種 類 が 多V・だ け に,鞘 翅 目 の 中 で も特 に:

多 くの研 究 業 績 が あ る。現 在 迄 の 所20藪 種 につV・て 染 色体 が 知 られ てゐ るが,そ の 多 く

はStevens('06・,08,、,09>に よつ て 研 究 され て ゐ る。Dゼ αゐゲo痂α12ク2〃zo6α6α 及 び1)・

80㌍卯 に 於 て は.1・一4佃 の過 剰1染色体 の存 在 が 報 告 され て ゐ る(Stevens'08)。 著 者 は こ

の科 の3種 類 を 親 察 す る械 會 を得 た の で こ こに報 告 す る 。

(1)ハ ツカハムシCん1γso㎜elα θκαπ6heηzα痂 αWiedenlann

精 原 細 胞 に 於 け る染 色体 は第29一 ・30岡 に 示 した 様 に 甚 だ 複 雑 な構 成 を 持 ち,全 て がV型

の染 色休 か ら成 る。染 色 体 数 は22孤23でX一 一〇型 合で あ る 。第31岡 は第 一 分 裂 の 極 面 観

で?z=12を 示 し,小 さv・1個 のV形 染 色体 がXで あ る。 第32圖 に はX染 色 体 の行 動 が見

られ る 。Stevells('09)は0物80ηz8♂ α8ゼη漉8に 於V・て 同様 に2?L=23報 告 して ゐ る 。

(2)ハ ンノキ'、ムシ 浸8θZα56`cαcαεrπZeα:Motschulsky
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この 種 の 核 型 は前 種 と は全 く異 な り,全 て が 捧 歌 の染 色 体 よ りな る。 第33-34圓 は精

原 細 胞 の 染 色 体 を示 した ・もの で 染 色 休 藪 は2?z』4で,性 染 色 体 はX-Y型 で あ る。X染

色 体 は中 央部 に や 曳絡 れ の あ る棒 歌 の 染 色 体 でYは 最 小の 染 色 体 よ り租 大 きい 。 第35樹

は第 一分 裂 の 極 面 槻 で%=12を 示 す 。第36圖 に:はX-Y染 色 休 が 明 らか に 見 られ る。

同 属 の1種:・49θ 」α醜oα α♂痂 は古 くHenkillg(,92)に よつ て 研 究 され て ゐ る 。染 色 体

歎 と して 合,2?z=24～25,♀,2?z=24～30が 報 告 さ れて ゐ るに す ぎな い 。

>U」 一'

第2圖Camera4ucid翫 に て25脚 × に て爲 す ・29-32・ ハ ツ ヵ♪、ム シ`飯 γ50㎜θZαeκα雇乃c7πα一

'∫cα・29-30,精 原 細胞 。31,第 一一努 裂 の趣 面 観 。32,第1一 分 裂 側 面槻 。33一 一36∂ ・ン ノキ ノ・ム シ

・48・eZαs6ゴcαcαer認εα・33-34,精 原細 胞 。35,第 一分 裂 の趣 面観 。36,禦 一分 裂 の 側面 襯 。37一一40.

ウ リノ・ム シ モ ドキ 加Pεr瑚d∫scrεPα π5・37一一38,第 …分 裂 の趣 面 観 。39,節 一分 裂 の側 面翻 。40,デ

イア キ ネ シス 期 に於 け る複 合染 色 体 。

(3)ウ リハムシ毛・ドキ 加加r媚 跳cr卿αη3B田y

精原細胞た於ける染色体 は材料の關係上槻察 は出來なかつたが,第 一分裂及び ディアキ

ネシス期に於 ける染色体の形態からして,本 種の性染色体は顯著な複合型の ものである事

が判明 した。第37-38圖 ぼ第一分裂の極面競で?z自16を 示す。その内15個 の染色休は

二債の常染色体であるが,残 りの1個 はその形が甚だ大型で,構 造から判噺して1個 の性

染色体(X)と1封 の常染色体の結合 した複合染色体である事 は疑 ひない。第39圖 は第一

分裂の側面観で特に複合染色体を示 した ものである。叉第40圃 は ディアキネシス期た於,

ける複合染色体の構造を示す。

本種 は著者によつて初めて観察 された もので他に報告は:ない。この種の複合染色体 は形

態的に見てAsana,Makino&Niiyama('42)の 研究になるタマムシ科の3種 諏 ♂o♂ゼ8

ZO儲碗碗,8/6θ挽068γα ♂αθ吻 α6α及び ・86θ辮06θγα?Z薦碗60伽 に見 られた もの と同 じ範鋳に

薦 するもの Σようである。詳細は精原細胞の染色体を明らかに した上で報告する。
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要 約

テ ン トウム シ科(Coccillellid翫e)の7種 と,ハ ム シ科(Chrysome1漁e)3種 の染 色 体 を

糊 嫁Lか^テ ソ トウム シ科7稀 の 染 色'口く勘 は表 に示 す涌 りで あ る6テ ン トウ ム シ科 に はそ

の 核型 に 大 体 一 定の 型 が あつ て,

第41～46圖 に見 られ る様 に顯 著

な特 徴 を示 して ゐ る。 特 に テ ン ト

ウム シ 」磁 物o痂 α 粥 シ而碗8,ナ 、

ホ シテ ン トウ ム シ00CO伽6π α

ろ側eん鵬 マ ク ガ タ テ ン トウ ム シ

σoo伽 認 α6剛 醐 の3種 は甚 だ

良 く似 た 核型 を 持 つ て ゐ るが,唯

染 色 体 数 に於 いて 夫 々22z=16,18,

20の 攣 化 を示 す 。此 の数 の 攣 化

は最 小 形 の1封 の増 減 に基 くこ と

は既 に 報 告 した(吉 田'44α)。 ジ

ユ ウナ ン ホ シ テ ン トウ ム シ1五 四。

po記α?疵α ごγθ♂厩 卿 駕η6翻α は卵 子

の 濾 胞 細 胞 に於 け る染 色 体 を観 察

した。染色体数 は2η=20で 大体上記の3種 と良 く似た核型 を有するが・ θよりづまで

の染色体は甚だ小さく特に最小の 挑染色体に至つて は漸 く認め得 る程 度に小さい。オホ

ニジユヤホシテントウムシ 五初♂αo船α覗勿 侃蜘 は2?ド20で 核型はテントウムシやナ・

ホシテントウムシ等と甚淡類似 してゐるが染色体は一般に大き く,特 に θより乞に至 る染

色体 はジユウサンホシテントウムシの場合とは全 く正反封で長V・棒歌 である。オホテント

ウムシ8解o?z卿 α9卿 誠8の 染色体は2η=20で 甚だ複雑な核型を呈 し・ 他のテン トウ

ムシ類 と一見全々關係のない縁に思 はれるが詳細に分析研究して見ると矢張 リテントウム

シ科 に共通な型を見出す事が出來た。 ジユウシホシテントウムシ0α 爾 α14一鮮 翻α は精

原細胞の染色体を観察する事 は出來なかつたが,第 一及び第二分裂から?z=10・2?z=20で

ある事が制明した。

テントウムシ科(Coccinellidae)嘉 の凡ての種類を;通じて性染色体はX-Y型 で・X染

色体は長V・棒状で,中 央部に経れのある一見 して顯著な形態を:有する・Y染 色体は種類に:

よつて大 さに種 々の差異を示す。染色{本激の尤 も少v・2?zコ16の テントウムシに於いて は

最大で,次 に2?z=18の ナ.・ホシテントウムシでテントウ ムシの約%で あつた。2?z=20の

染色体数を有する他の5種 類は共にYが 甚だ小さく・特に常染色体の最 も長大 なオボ昌ジュ

ウヤホシテ ントウムシに於いて甚だ小さ く,漸 く認め得るに足る程度である。

ハ ム シ科(Chrysomelidae)に:於 て は3種 類 を観 察 した 。 ハ ツ カ ハ ム シ0吻80膨 ♂α

θ灘α?z6んθηzα6翻 の 染 色 体 数 は2?z・=・24で,染 色 体 は凡 てV型 で あ る 。性 染 色 体 はX-0型

でXは 小 型 のV染 色 体 で あ る。 ハ ンノ キ ハ ム シ ・49θ♂α8痂α.oαθγz↓♂6αの染 色 体 数 は2?胆

24で,X-Y型 で あ る。 常 染 色 体 は全 て 棒 歌で 前 種 と は 全 々異 な つ た 核 型 を もつ 。 ウ リ

ハ ム シモ ドキ・L叩6γ 幡 砺 翻砂α?z8は 精 原 細 胞 の染 色 体 を槻 察 す る事 は出來 な か つ た が ・

第3圖 。相 同 染 色体 の配 列 。 テ ン トウ ム シ科6種 の核

學 的 關係 を示 す 。41,テ ン トウ ム シ。42・ ナ ・ホ シテ γ

トウム シ。43,マ クガ タ テ ン トウ ム シ。44,ジ ユ ウ サ ン

ホ シテ ン ㍗ウ ム シ。45,オ ホ ニ ジ ウヤ ホ シ テ ン トウ ム シ。

46,オ ホ テ ン トウ ム シo
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第L・分裂 はπ=16を 示 し,そ の中1個 は形が長大で甚だ顯著である。そめ構造か ら考へて

常染色体と性染色体 との結合からなる複合染色体で ある事は疑ひない。

本研究に於いて明らかに したテントウムシ科7種 及びハムシ科3種 の染色体激 を:次に表

示する。種名は便宜上研究の順序に從りて記載 した。
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                             Resume 

 In the pr sent study the chromosomes of seven species of the Coceinellidae and 
three species of the Chrysomelidae were reported upon with special regard to the 
morphological analysis of the chromosomes from the comparative viewpoint. The 
species under investigation and their chromosome numbers here established are 

given in the annexed table (Table 1). The relation between the species and the 
chromosomal constitution was the main subject to be considered in this study. The 
occurrence of the multiple X-chromosome was suggested in a species of the Chry-
somelidae, Luperus diserepans.


